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論 文 内 容 要 旨	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 本研究は、福建省福州市郊外のある移民母村を例に、現代中国社会における移民と故郷の関係につい
て、主に母村側の視点から明らかにしていくことを目的とする。従来の中国人移民を対象とした研究で
は、様々な事情から主に移住先社会に関する研究が展開されてきたが、中国本土での調査再開とともに
移民母村に関する研究も多数すすめられてきた。特に、ネットワークに注目した研究では、移住先と故
郷を結ぶ確かなつながりが存在するかのように描かれてきたが、果たしてそれは現代中国が置かれた文
脈を踏まえると、どこまで有効な視点となるのかという疑問も提示されている。本研究はこうした問題
意識のもと現在も盛んに海外移住が行われている村落を対象として、移住の理由や移民が故郷に与えた
影響、ひいては移住先との関係について検討した。	 
	 本研究の調査地である福建省福州市龍門村（仮名）は、宋代頃には「鎮」が設置され、都市と農村を
結ぶ経済活動の中心地として栄えてきた村でもある。後に、明末清初頃には軍事拠点も設置されたこと
を受け、派遣されてきた役人や駐屯する軍隊、それ以外にも商人らが近隣地域から移住を繰り返した結
果、多様な人々が行き交うマーケットタウン的な状況が生まれた。農耕や漁労に従事する者が多かった
周辺村落とは異なる性格を持つ地域が、やがて新中国成立以降に一時的に経済衰退を経験し、その後
1980 年代から海外移民を多数送り出す村落となっていった。	 
	 特に、龍門村を含む福州一帯では、1980 年代以降に海外移民の送出拠点となり、いわゆる「新移民」
と呼ばれる人々を送り出すようになった。しかし、龍門村の場合、海外とのネットワークを持つ者が少
なかったため、同じく「新移民」を送りだした周辺の村落と比べても遅れて移民を送り出すことになっ
た。その上、多くの者が移住先とのネットワークを持たざる者であったため、多額の借金を抱え不法移
民としてアメリカや日本へ渡航していった。こうした不法移民は時に生命の危険を伴うため、ハイリス
ク・ハイリターンな移動方法として認識されていたが、それでもなお海外へ向かう動きが途絶えること
はなかった。	 
それでは、なぜ龍門村の人々は、リスクの高い移民をし続けているのだろうか。本研究ではその問い
に答えるべく、個別具体的なライフヒストリー（個人史）を取り上げて検討した。具体的には、龍門村
から 1980 年代後半以降に日本へ向かった者の移住経験を提示した上で、移住を決断させた理由につい
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て考察を行った。日本で 10 年前後の出稼ぎを経て故郷に戻ってきた人々の語りからは、経済的な利益
を得ることが最大の目的であるとしながらも、中国国内で経済的成功や社会的上昇を目指す上で必要不
可欠な社会関係資本を欠いているがゆえに、新たなニッチとして海外を選択している様子がみられた。
これはある意味で中国国内での「弱者」たる彼らの戦略の一部であるともいえるだろう。こうした検討
を踏まえ、移民の発生要因を単純な経済合理性的な視点から説明することの困難さを指摘した。	 
それに加えて彼らの海外移住を後押しするきっかけとなったのは、過去にそういったチャレンジを成
功させてきた者、すなわちロールモデルが存在していたことであった。特に、故郷に錦を飾った帰郷者
たちは、彼らの移住計画にリアリティを与える存在だった。帰郷者がもたらした金銭やモノ、移住先に
関する語りは、渡航に関するノウハウやイメージが再生産されていく源ともなった。そういったロール
モデルを継続的に生み出してきたことが、この地域で更なる移住を促進させた大きな要因のひとつであ
ることを指摘した。	 
	 また、1980 年代以降に開始された移民によって、人々の生活にも変化がみられるようになった。中国
の移民母村を対象とした研究のみならず、世界各地の移民研究でも、移民からもたらされた金やモノ、
情報がどのように村落を「変化」させていったかという点は普遍的なテーマでもあった。そこで、移民
が彼らの故郷に対してどのような貢献を果たすことが期待され、そして実際に余剰資金がどのように消
費されているのかという点について家屋の再建、贈り物、寄付の実態や人生儀礼の変遷に注目して検討
した。	 
	 結果的に、多額の送金は、村に残る家族の生活に潤いをもたらした。だが、実際には収入や資産の量
的多寡を比較し合うのではなく、得た財をどのように消費していくかという点が重要視されていること
が明らかになった。分析に際しては、ブルデューの象徴資本論を援用し、経済資本を象徴資本に変換し
ていく過程に注目した。検討の結果、移民母村という「場」でみられたのは、移住先で得られた収入（「経
済資本」）を様々な象徴資本へ“変換”することによって、「成功」を表現し、かつ他者との差異化を目
指している人々の“象徴闘争”の姿であった。得られた金銭は人々の家計に貢献しただけでなく、余剰
資金の消費を通して個々人の社会的地位を維持するあるいは威信を高めることへ繋がっていた。逆に、
こうした方式に基づかない場合には、否定的な評価が与えられることさえあった。	 
	 村落で展開された“象徴闘争”は移民個人やその家族を起点として、村に残る者を対象に行われてき
たが、留意したいのは全員が全員とも競争に参加することを強いられ、勝つことを目的としている訳で
はないことである。ただ、移民母村という「場」に住まう移民を擁する家族としては、例え経済的に裕
福な状態でなくとも周囲から好評価を得て移民と家族の面子を保つために、できるだけ理想に近づけよ
うとする姿もみられた。そのため、少なくとも、こういった名誉競争が彼らの日常がある村落社会を舞
台に展開されたものであることは確かであり、移民によって得られた経済資本によって実現された様々
な象徴資本が人々の社会的地位を維持するツールとなっていることを指摘した。	 
	 一方で、先述のようなロールモデルの成功を確かなかたちで表現し強化してきたのも、この“象徴闘
争”であった。得られた経済資本を様々な象徴資本へ変換していくことによって、人々によりわかりや
すい形で成功を知らしめるという方法は、かつて多くの先行研究でも指摘されてきたことと共通してい
る。それは換言するならば、中国南部、少なくとも福建や広東社会では、経済的成功者として他者との
差異化を図りかつ自己の威信を高めるための方途として寄付や人生儀礼の強化に代表されるような行
為が連綿と行われ続けており、かつ広く認められていたということを意味している。	 
	 移民による人口流出の一方で、1980 年代からは新たな他者として内陸部からの出稼ぎ労働者たちの流
入という現象がみられた。彼らは「外地人」と呼ばれ、言語上の他者であると認識されている。「外地
人」は先述したような“象徴闘争”の際に儀礼を支える労働力として雇用されている他、廟の神祇祭祀
の際にも重要な担い手として雇用されている。両者の間には、「本地」対「外地」というエスニシティ
的な壁がみられつつも、神祇祭祀という非日常的空間においては一定の恊働関係がみられることを指摘
した。ただし、神祇祭祀の際には、大量の「外地人」を雇用せざるを得ない状況がみられ、それは同時
に廟の経済状況にも大きな影響を与えている。こうした儀礼や祭祀を支える労働力となる者には、神と
の関係に基づいて自発的に参加する者と雇用主と金銭を介した関係に基づいて参加する者の二者に分
類することができる。龍門村の場合、村落内の個々の廟に対する信徒の帰属範囲が明確に認識されてお
り、廟での祭祀も基本的に帰属関係にある人々の無償の協力を得て行われてきた。ところが、移民ブー
ムによって若年層を中心に人口が流出した結果、労働力が大幅に不足することになり、その余波は祭祀
の場にも現れることとなった。そこに追い打ちをかけるように、区政府による祭祀の再編といった出来
事も重なることによって、祭祀の実施自体を中止する廟も現れた。そのような中、担い手として採用さ
れたのが「外地人」であった。ただし、彼らは必ずしもそれらの廟の信徒という訳ではなく、雇用主で
ある廟理事会との契約を交わして参加した契約労働者的な立場であった。	 
	 もっとも、こうした金銭を介した部外者の雇用は、新たに始められたものという訳ではなく、これま
でにも他の儀礼にみられたものであると考えることもできる。例えば、葬儀において重要な役割を果た
す宗教的職能者たる道士も、コミュニティの外部に位置づけられる存在であり、金銭で購入する対象で
もあった。それを踏まえると、こうしたコミュニティ内部の人間だけでは対処できないような役割を金
銭で購入するという方法自体は、常に存在しつづけた手段のひとつであるといえる。このように捉え直
すことによって、従来の移民母村研究で「完全なる他者」として分析対象の枠から外されていた「外地
人」についても、新しい議論が可能となるだろう。	 
	 以上を踏まえた上で、改めて持続と変容という観点から本研究を振り返ってみるならば、多くの局面
において人口移動に伴って生じた新しい現象がみられた一方で、過去との連続性も認められた。これま
での研究では、移民がもたらした金銭や情報、モノが村落社会にどのような影響を与えたのか、という
問いに対して、これまで変化した／しなかったという答えが提示されてきた。ただ、こうした「変化」
をめぐる議論では、常に過去を固定化させて語ることから始められた。むしろ、本研究で検討してきた
ように、移住を始める動機や移民の成功を表現する手段において過去との連続性が顕著に認められる。	 
	 確かに、移民によって生じた新たな現象は多く見られる。例えば、「外地人」の流入などは、龍門村
に住まう人々にとって新たな現象として認識されている。しかし、歴史的にみてみると、龍門村も商人
の流入や兵士、官僚の流入など、常に新たな他者が流入して形成されてきた。その意味では、現在も村
落の社会構造が「更新」されていく最中であり、80 年代から流入しはじめた「外地人」もその新規参入
者のひとりであると位置づけることができるだろう。こうした存在も、過去との連続性で捉えていくこ
とが可能なのである。それゆえ、先行研究で示されてきた「変化」についても再考されなければならな
いだろう。	 
	 一方で、移住先と故郷を結ぶ関係について考えてみると、世代の経過とともにその関係性が変容して
いくことも考えられる。特に、移民の第一世代はともかく、その子孫たちが故郷に対する関心を失って
しまうと、例えば廟などといった存在に対する関与が二の次になる可能性は高い。今後のさらなる変化
が過去との連続性を断ち切るような作用をもたらすかどうかは更なる検討が必要である。	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論文審査結果の要旨 
 
 本論文は、福建省福州市近郊の一移民母村におけるフィールドワークに基づいて、海外移住実践の実態と母村社
会への影響を具体的に明らかにした研究である。表面的な統計資料などからは決して明らかにできない社会現象の
深層部が分析的に記述されているという意味において優れた研究であると評価できる。また、移民母村に軸足を置
くことにより、移民のトランスナショナルな生態の記述のみに焦点を置いた近年主流の移民研究とは異なるアプロ
ーチが展開できていることに加え、移民のもたらす新奇な事象のみにとらわれず、社会の持続性にも目を向けたバ
ランスの取れた分析となっている点が評価される。 
 
まず序論では、本論文の目的の提示と先行研究の整理がなされた後、第１、２章において、調査地の概況と移民
送出に到る歴史的背景が述べられている。続く第３章では、海外移民経験者へのインタビューから再構成された彼
らの詳細なライフヒストリーを通じ、海外移民に赴くことになった動機や、移民先（主に日本、アメリカ）での就
労生活の実態、そして帰郷の決意や帰郷後の生活の抱える問題などが克明に明らかにされる。そして第４章では、
移民が海外で得た資金の環流により、移民母村内で豪邸の建設、消費の奢侈化、葬儀などの儀礼の豪華化といった
諸変化が生じたことが豊富な具体事例によって示される。また、第５章では移民からの還流資金が廟の建設や祭祀
活動に寄付され、文革期に抑圧された伝統文化の再興に貢献してきたことが示される。さらに第６章では、移民の
資金の一部が母村内の宗族の復興や創生にも注ぎ込まれていることが示されるとともに、ピーク時から見ると次第
に移民たちの故郷の事業に対する貢献熱意が低下しつつある現実も明らかにされている。 
 
本論文がこれらの具体的な事例分析を通じて明らかにしているのは、移民をする動機ならびに移民の成功度の評
価において、過去と現在との連続性が顕著である点である。移民の動機については、国内において社会関係資本に
欠ける者たちが、自らのアンビション実現のためにそうした社会関係資本を必要としない海外の活動に身を投じる
というメカニズムが示されている。貧困からの脱出というモデルでは、清末から現在までの移民を一貫した動機に
よって説明することはできないが、このモデルだと連続性をもって説明できる点で優れている。また移民の成功度
評価については、豪邸、立派な葬式、廟・祠堂への寄付といった象徴資本への変換によって評価されていることが
示されている。ただし、それら象徴資本を用いた威信競争も、常に不変の形式で繰り返されているわけではなく、
移民側・母村側双方の人々のその時々の状況に応じたせめぎ合いの結果として維持されていることが示されている。 
 
移民母村側に軸足をおいた研究という本論文の特長をさらに前面に出すとすれば、母村側に「残る者」の主体的
行動や戦略についてももう少し意識的に取り上げ、分析することが望まれよう。また、経済や国際関係上生じてい
る近年の状況変化が、今後の移民母村のあり方に与える変化についての予測にも、もう一歩踏み込んだ考察が欲し
かった。そうした点では今後にやや課題を残したとも言えるが、それらの点を差し引くとしても、本論文は海外移
住実践の実態と母村社会への影響を社会現象の深層部から記述・分析することに成功しており、優れた研究論文で
あると評価するに充分な質を備えている。 
 
よって、本論文は博士( 学術 )の学位論文として合格と認める。 
 
 
    
